
未
来
を
担
う

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
近
年
、
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る「
英
語
」。
今
回
は
、
英
語

を
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
声
な
ど
を
交
え
、
町
の
英
語
教
育
の
現
状
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
教
育
総
務
課

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

日
本
の
「
英
語
教
育
改
革
」

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
間
近
に
控

え
、
急
速
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
で

い
る
日
本
。
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る

人
材
の
育
成
に
向
け
て
、
国
は
小
・
中
・

高
等
学
校
の
英
語
教
育
の
充
実
を
図
る

「
英
語
教
育
改
革
」を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
町
で
は
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
く
英
語
を
学
べ
る
環
境
づ
く

り
に
早
期
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
に
は
、
町
の
ふ
る
さ
と
大
使

で
文
部
科
学
省
の
「
英
語
教
育
の
在
り
方

に
関
す
る
有
識
者
会
議
」の
委
員
を
務
め

る
安
河
内
哲
也
さ
ん
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
迎
え
、「
岡
垣
町
英
語
教
育
改
革
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
」を
結
成
す
る
な
ど
、
英

語
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
の
教
諭
と
中
学
校
の

英
語
教
諭
で
構
成
さ
れ
る
英
語
推
進
委

員
会
で
は
、
英
語
教
育
に
関
す
る
多
く

岡
垣
町
の
英
語
教
育
の

充
実
に
向
け
て

の
課
題
の
解
決
に
向
け
て
議
論
を
重
ね

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
小
学
３
～
６
年
生
の
授
業
で

は
、
音
声
を
中
心
に
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
「
外
国
語
活
動
」を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、「
聞
く
」

「
話
す
」と
い
っ
た
基
本
的
な
動
作
を
通

じ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
英
語
に
興
味
を

持
つ
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、
特
に
小

学
校
の
英
語
教
育
が
大
き
く
変
わ
り
、

３
～
６
年
生
は
授
業
の
時
間
数
が
増
え

る
予
定
で
す（
表
１
）。

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
？

小
学
校
の
英
語
教
育

▲外国人ALT（外国語指導助手）と楽しく英語を学ぶ子どもたち

表１　年間授業時数の変化

３・４年生 15 時間

５・６年生 50 時間
（週０～１時間）

（週１～２時間）

３・４年生 35 時間

５・６年生 70 時間
（週１時間）

（週２時間）

令和２年４月から

「
英
語
力
」

特　集
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小
学
５・６
年
生
は

英
語
が
正
式
な
教
科
に

　

来
年
４
月
か
ら
は
こ
れ
ま
で
の
外
国

語
活
動
に
加
え
、
５・
６
年
生
の
英
語

の
授
業
に
「
読
む
」「
書
く
」の
２
つ
の

項
目
が
追
加
さ
れ
、
英
語
が
正
式
な
教

科
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
語

や
算
数
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
評
価
も
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
覚
え
る
べ
き
英
単
語
の
数
も

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、
中
学
校
を

卒
業
す
る
ま
で
に
学
ぶ
英
単
語
の
数
は

約
１
２
０
０
語
。
小
学
校
で
は
、
半
数

程
度
の
600
～
700
語
を
学
ぶ
こ
と
に
な
り

ま
す
。

充
実
し
た
教
育
体
制
で

子
ど
も
た
ち
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト

　

町
で
は
、
外
国
人
と
日
本
人
両
方
の

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）が
小
学

校
の
授
業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

外
国
人
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
英
語
を
学
習
す
る

と
、
子
ど
も
た
ち
が
正
し
い
発
音
方
法

を
身
に
付
け
や
す
い
ほ
か
、
実
際
に
外

国
人
と
触
れ
合
っ
て
会
話
す
る
こ
と
で
、

英
語
に
慣
れ
親
し
み
、
理
解
を
深
め
や

す
い
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
日
本
人
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、
英
語
の

学
習
で
つ
ま
ず
き
や
す
い
と
こ
ろ
を
日

本
人
の
視
点
で
説
明
で
き
る
ほ
か
、
担

任
と
授
業
の
内
容
を
綿
密
に
打
ち
合
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て

小
学
１・
２
年
生
か
ら
外
国
語
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
３
年

生
か
ら
の
活
動
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

特 

集
A Cｂ未来

担う
を

英語力

海老津小学校５年生
安藤 聖空くん（海老津風の森区）

Ｑ．「英語」への思いを聞かせて
町内の小学生にインタビュー

海老津小学校５年生
松山 愛子さん（公園通り東区）

このほかにも、
●英検４級にチャレンジした
●修学旅行で外国人と英語で会話できた
●英語で書かれた年賀状の内容が分かった
●授業で英語の歌を歌うのが楽しい
などの声が多く寄せられました。

戸切小学校６年生
古川 桜助くん（戸切白谷区）

▲外国人 ALTと児童たちのコミュニケーション
の様子

ALTのブライアン先生とは、普段から
英語でいろいろなことを話していま
す。また、僕の将来の夢はラグビー
選手になることなので、いつかは外
国の選手と英語で交流したいです。

駅の近くのバス停で外国の人に話し
かけられたとき、英語であいさつで
きたので「英語を勉強していて良
かった」と思いました。英語
の勉強では単語を覚える
のが好きなので、これ
からも新しい単語をた
くさん覚えたいです。

英語の授業は、ゲームなどで楽し
く勉強できるので大好きです。
将来はお医者さんになって、外
国で働いてみたいです。

中学校に“つながる”
英語教育を目指して
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生
徒
の
英
語
力
を
高
め
る

町
独
自
の
英
語
教
育

　

町
は
、
平
成
28
年
に
「
岡
垣
町
英
語

教
育
改
革
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
２
０
１
６
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
町
独
自
の

英
語
教
育
改
革
で
、
子
ど
も
た
ち
が
効

果
的
に
英
語
を
学
ぶ
た
め
の
環
境
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
や

生
徒
同
士
の
ペ
ア
ワ
ー
ク
の
導
入
に
よ

る
会
話
意
識
の
向
上
の
ほ
か
、
電
子
黒

板
機
能
付
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
活
用

し
た
授
業
の
効
率
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　
全
国
の
小
・
中
学
校
で
は「
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
」が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
調
査
で
は
中
学
３
年
生
を
対
象

に
、
英
語
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
初

め
て
実
施
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る

と
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち
は
全
国
平
均

と
比
べ
て「
英
語
に
対
す
る
好
意
的
な
意

識
が
高
い
」と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た（
図
１
）。

　

中
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
は
令
和

３
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
小

学
校
と
は
違
い
、
授
業
時
数
は
変
わ
り

ま
せ
ん
が
、
卒
業
す
る
ま
で
に
学
ぶ
単

語
数
が
現
在
の
「
１
２
０
０
語
」か
ら

「
英
語
が
好
き
」と
い
う
生
徒
が
多
い

中
学
校
の
英
語
教
育
は

い
つ
変
わ
る
？

①電子黒板を使った授業は「楽し
くて分かりやすい」と生徒に評判
②英語を話す・聞く力を高める生
徒同士でのペアワーク③英語教
育アドバイザーの安河内哲也さん
と中学校英語教諭によるワーキ
ング会議。英語授業の改善に関
することなどを定期的に協議

年間の取り組みが育んだ
英語を「楽しむ」気持ち

岡垣町英語教育改革
イニシアティブ 2016

「
小
学
校
で
学
習
し
た
単
語
に
新
単
語

を
加
え
た
２
２
０
０
～
２
５
０
０
語
」

に
増
加
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
授
業
は
英
語
で
行
う
」こ
と

が
基
本
と
な
り
、「
話
す
こ
と
」と
い
う
技

能
も
こ
れ
ま
で
の
「
発
表
（
＝
一
方
向
）」

に
「
や
り
取
り
（
＝
双
方
向
）」と
い
う

区
分
が
加
わ
り
、
よ
り
実
際
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
意
識
し
た
授
業
が
行

わ
れ
ま
す
。ま
た
、い
ず
れ
の
区
分
も「
即

興
で
話
す
」こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

た
め
、
子
ど
も
た
ち
は
授
業
を
通
し
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
「
英
語
で
話
す
」こ
と

に
慣
れ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

授業に興味を持つ生徒が増えた
　町の教育改革後、デジタル教科
書やパワーポイントを利用した「見て
学べる」教材を授業に取り入れられ
るようになりました。新しい教材を
使うことで、授業に興味を持って取
り組む生徒が増えたように感じます。
　また、英語力を上げるには音読を

繰り返すことが重要なのですが、従
来よりも多くの方法で練習課題を提
供することで、生徒たちが飽きにく
い仕組みを作ることができました。
　これからも効果的な教材を活用
し、生徒が興味を持って学びやすい
授業を組み立てていきたいです。

岡
垣
中
学
校
英
語
教
諭

寺
田 

晴
子
さ
ん

①

③
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図１　英語に関するアンケート結果

②
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特 

集
A Cｂ未来

担う
を

英語力

まずは英語を「好き」になること
　岡垣町では、アドバイザーの安河
内哲也さんの指導のもと、子どもた
ちが英語への理解を深められるよ
う、小学校から中学校まで切れ目の
ない英語教育を行っています。
　英語力を高めるには「好きこそ物
の上手なれ」という言葉があるよう

に、まずは英語を体験して好きにな
ることが大切です。教育を通じて、「英
語で話したい・気持ちを伝えたい」と
いう子どもの「想い」を育てることが
一番だと思っています。
　英語が好きな子どもたちが、将来
世界で活躍することを期待しています。

教
育
長

佐
々
木 

敏
幸

①

③

Ｑ．「英語」への思いを聞かせて
町内の中学生にインタビュー

岡垣東中学校１年生
中西 萌々子さん（東松原区）

３月に、友人と
一緒に海外への短期留学
を予定しています。申込用
紙は英語で記入する必要があ
りましたが、日ごろから英語
を勉強しているおかげで
一人ですべて書けました。
将来は、世界中の貧し
い子どもたちのために
ボランティア活動をし
たいです。

岡垣中学校３年生
山下 大地くん（海老津風の森区）

英
語
の
授

業
で
は
、
ペ
ア

ワ
ー
ク
の
時
間
に
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
と
英
語
で
会
話
す
る
の
が
特
に

楽
し
い
で
す
。

僕
は
海
外
の
音
楽
を
聴
く
の
が

好
き
な
の
で
す
が
、
最
近
は
歌

詞
の
意
味
が
分
か
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

このほかにも、
●ALTと気軽に話せるのが楽しい
●英語を使う職業に就きたい
などの声が多く寄せられました。

　

　幼少期の英語教育は大切ですが、日本のように英語
を日常的に使わない国で英語を習得するには、時間が
かかります。まずは子どもたちが英語を「楽しむ」こと
を前提に、あくまでも「スタート時期」と考えましょう。

　英語の習得の過程では中学校の初期が重要で、音
声活動を取り入れるなどの授業内容が求められます。
岡垣町の先生は、数年前からこのことに真剣に取り組

んでおり、中には、全国の
模範と言えるほどの授業も
あります。アンケート結果
を見ても、町内の中学生が持つ英語への意識が、全
国の指標を上回っていることが分かります。

　英語の授業の主役は先生ではなく、生徒の皆さんで
す。皆さんが自らの耳や口、手を使って、英語力を身に
付ける――。そんな授業を作っていきましょう。これ
からも先生や友達と一緒に英語を楽しんでくださいね。

アンケート結果が示す「英語への意識」
町の子どもたちに一言「皆さんが授業の主役に」

英語教育アドバイザー 安河内 哲也さん

小学校の英語教育はスタート時期

先生と生徒の二人三脚で
英語を楽しんでほしい
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